
と
は
い
う
も
の
の
、
研
修
を
受
け
た
職

員
は
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
ロ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー

ル
、
デ
ー
タ
分
析
ル
ー
ル
は
使
い
こ
な

せ
、
簡
単
な
ア
プ
リ
の
開
発
が
で
き
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　

求
め
る
人
材
像
は
、「
ゴ
リ
ゴ
リ
に

デ
ジ
タ
ル
を
使
い
こ
な
す
人
材
」
で
は

な
く
、「
デ
ジ
タ
ル
の
利
点
を
理
解
し
、

幅
広
い
視
点
か
ら
課
題
解
決
策
を
検
討

で
き
る
人
材
」
で
あ
り
、
現
場
で
課
題

解
決
に
取
り
組
む
人
材
を
求
め
て
い
る

（
＊
２
）。

　

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

「
研
修
の
学
び
を
活
か
し
、
所
属
課
で

業
務
改
善
や
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
け

そ
う
か
」
と
の
問
い
に
９
割
の
職
員
が

「
取
り
組
め
そ
う
」
と
回
答
し
て
い
る
。

24
年
２
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
23
年

度
第
４
回
Ｄ
Ｘ
会
議
で
は
、
様
々
な
業

務
改
善
の
例
が
紹
介
さ
れ
た（
＊
３
）。

　

例
え
ば
、
財
政
課
で
は
、
予
算
編
成

Ｄ
Ｘ
第
１
弾
と
し
て
、「
経
常
費
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
査
定
」が
始
ま
っ
て
い
る
。

他
の
自
治
体
同
様
、
金
沢
市
で
も
毎
年

膨
大
な
量
の
紙
の
予
算
要
求
書
を
も
と

に
予
算
査
定
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の

査
定
作
業
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
、
予

芽
吹
き
始
め
た
成
果

　

２
年
半
前
に
本
誌
で
金
沢
市
の
Ｄ
Ｘ

人
材
の
育
成
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
つ
い
て
書
い
た（
＊
１
）。

　

他
の
自
治
体
で
も
「
Ｄ
Ｘ
推
進
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
」
と
い
う
こ
と
を
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
書
い
て
い
る
も
の
の
、
計
画

に
書
い
た
だ
け
で
実
質
を
伴
わ
な
い
と

こ
ろ
や
、
単
に
集
合
研
修
を
２
、
３
回
受

け
さ
せ
る
だ
け
の
所
も
多
く
み
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
金
沢
市
の
取
組
み
は
他
の
自

治
体
と
大
き
く
異
な
り
、
業
務
の
抜
本

的
な
見
直
し
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
組
み
合

デ
ジ
タ
ル
行
政
推
進
リ
ー
ダ
ー

わ
せ
の
両
面
の
ス
キ
ル
を
兼
ね
備
え
た

職
員
を
本
格
的
に
育
成
し
て
い
る
。

　

一
般
の
職
員
２
０
０
０
人
全
員
に
も

デ
ジ
タ
ル
関
連
研
修
を
毎
年
受
講
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
１
０
０
人
の

育
成
を
目
標
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
行
政
推

進
リ
ー
ダ
ー
は
集
中
的
な
研
修
を
受
け

る
２
０
２
１
年
度
か
ら
毎
年
20
人
ず
つ

育
成
し
、
23
年
度
末
で
60
人
の
リ
ー
ダ

ー
が
誕
生
し
て
い
る
。
23
年
度
の
場

合
、
20
人
の
平
均
年
齢
は
31
歳
、
男
性

11
人
、
女
性
９
人
だ
っ
た
。

　

対
象
は
20
代
か
ら
40
代
で
「
研
修
に

前
向
き
に
取
り
組
む
意
欲
が
あ
る
こ

と
」
で
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
の
知
識
が
な

く
て
も
よ
い
。
自
薦
が
原
則
だ
が
所
属

長
に
よ
る
他
薦
も
可
と
し
て
い
る
。

　

研
修
の
流
れ
は
、
①
基
礎
知
識
の
習

得
（
10
時
間
＋
α
）
↓
②
演
習
（
20
時

間
＋
α
）
↓
③
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
20
時
間
＋
α
）
↓
④
次
年
度
政
策

提
案
、
と
し
て
い
る（
図
１
）。
自
主
学

習
や
自
宅
で
の
取
組
み
も
含
め
る
と
お

お
む
ね
１
０
０
時
間
か
ら
１
５
０
時
間

の
研
修
に
な
る
と
い
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
習
得
や
知
識
の

獲
得
が
メ
イ
ン
で
な
く
、
市
民
目
線
で

の
課
題
発
見
や
解
決
に
向
け
た
「
サ
ー

ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
思
考
」
の
習
得
に
主
眼

を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

第37回

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

いなつぐ・ひろあき
京都大学博士（法学）。
大阪市職員、大阪市立大
学法学部長などを経て
2007年から現職。専門は
行政学、公共経営論。著書
に『シビックテック』『地方
自治入門』、訳書に『政府
経営論』『未来政府』『なぜ
政府は動けないのか』ほか
多数。大阪市ＤＸアドバイ
ザー、金沢市DX会議委員
等を務める。

稲継裕昭稲継裕昭
早稲田大学
政治経済学術院教授

自治体
ガバナンス

と
連載

＊1　本誌2021年10月号～22年1月号参照のこと。
＊２　 デジタル人材育成については、「金沢市公式note」も参照のこと。

「part1　デジタル人材育成の全体像」https://kanazawa-city.
note.jp/archives/2024/01、「part2　全職員向けデジタル研修」
「part3 デジタル行政推進リーダー育成研修」https://kanazawa-
city.note.jp/archives/2024/02

＊3　 https://www4.city.kanazawa.lg. jp/soshikikarasagasu/digitalgyoseisenryakuka/
gyomuannai/8/1/r5kanazawashiDXkaigi/index.html →第４回会議

〜
金
沢
市
の
取
組
み
（
そ
の
後
）
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算
要
求
、
予
算
査
定
資
料
と
も
に
標
準

化
し
た
。
導
入
し
た
の
は
、
ペ
ン
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
Ｐ
Ｄ
Ｆ
編
集
ソ
フ
ト
。
大
型

モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も

整
備
し
た
。

　

予
算
を
要
求
す
る
各
原
課
も
、
査
定

す
る
財
政
課
も
と
も
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

で
予
算
編
成
作
業
を
行
う
。
当
初
予
算

査
定
以
前
の
２
か
月
間
の
実
績
は
、
紙

資
料
の
約
５
万
枚
の
削
減
と
、
時
間
外

勤
務
の
２
３
５
時
間
短
縮
（
財
政
課
だ

け
を
カ
ウ
ン
ト
）
と
し
て
明
確
に
表
れ

た
。
ま
た
、
１
課
あ
た
り
８
時
間
要
し

た
査
定
転
記
作
業
は
不
要
と
な
り
、
約

１
０
０
あ
る
課
で
作
業
時
間
が
皆
減
と

な
っ
た
。

　

ほ
か
に
も
、
障
害
福
祉
課
で
は
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
情
報
伝
達
の

効
率
化
に
よ
り
、
大
幅
な
時
間
短
縮
が

進
ん
だ
ほ
か
、
文
書
棚
６
本
分
の
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
さ
れ
た
。
照
会
や
ア
ン
ケ

ー
ト
に
Ｗ
ｅ
ｂ
フ
ォ
ー
ム
を
導
入
し
、

毎
月
提
供
す
る
資
料
の
作
成
や
発
送

を
、
エ
ク
セ
ル
の
マ
ク
ロ
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
で

自
動
化
し
た
。

　

道
路
管
理
課
で
の
要
望
対
応
業
務
の

改
善
、
上
下
水
道
管
理
情
報
Ｗ
ｅ
ｂ
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
病
院
事
務
の
効

率
化
等
の
例
も
会
議
で
は
紹
介
さ
れ
た
。

　

金
沢
市
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
取

組
み
が
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
本
庁
全

体
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
も
３
年
前
に

は
完
了
し
て
い
る
。
庁
内
会
議
だ
け
で

な
く
、
Ｄ
Ｘ
会
議
や
総
合
戦
略
会
議
な

ど
外
部
の
委
員
が
参
加
す
る
会
議
も
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
19
年
度
比
で
紙
の
使
用
量
が
約

１
０
０
０
万
枚
削
減
さ
れ
て
い
る
。

24
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
へ
の
対
応
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
行

政
推
進
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
プ
リ
や
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め

た（
図
２
）。

　

震
災
後
の
対
応
は
迅
速
性
が
鍵
だ
。

仕
様
書
を
作
っ
て
業
者
に
連
絡
を
す
る

と
い
っ
た
余
裕
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な

緊
急
事
態
で
も
、
金
沢
市
の
場
合
は
自

前
で
様
々
な
ツ
ー
ル
の
開
発
が
可
能
に

な
っ
て
い
た
。

　

避
難
者
台
帳
管
理
、
避
難
者
の
健
康

管
理
、
生
活
支
援
総
合
窓
口
の
受
付
管

能
登
半
島
地
震
へ
の
デ
ジ
タ
ル
対
応

理
な
ど
に
つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で

デ
ー
タ
を
簡
易
に
扱
え
る
仕
組
み
が
開

発
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

金
沢
市
は
自
ら
被
災
者
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
能
登
地
域
へ
の
支
援
の
兵
站

基
地
で
も
あ
る
。
１
月
４
日
に
は
能
登

支
援
本
部
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
被
災

地
へ
の
支
援
物
資
の
受
付
、
在
庫
管

理
、
行
先
管
理
が
必
要
だ
っ
た
。
県
も

支
援
物
資
を
扱
う
が
、
法
人
か
ら
に
限

定
し
て
い
た
。
個
人
の
好
意
の
物
資
支

援
は
、
市
で
処
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
届
け
て
く
だ
さ
る
個
人
の
数
は
相

当
数
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
18
時
か
ら
本
部
会
議
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
昼
前
に
市
長

か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
で
膨
大
な
数
を
管
理

で
き
な
い
か
」
と
聞
か
れ
た
担
当
課
長

が
部
下
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
や
っ
て

み
ま
す
」
と
手
が
上
が
っ
た
。
そ
し
て

16
時
ま
で
に
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
が
ほ
ぼ

出
来
上
が
っ
て
お
り
、
本
部
会
議
で
そ

の
利
用
が
決
ま
っ
た
。
発
案
か
ら
わ
ず

か
数
時
間
で
実
用
に
移
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
自
前
主
義
な

ら
で
は
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
で
き

る
職
員
が
２
０
０
０
人
中
１
０
０
人
育

成
さ
れ
る
。
他
自
治
体
で
は
な
か
な
か

望
め
な
い
こ
と
だ
。

図１　デジタル行政推進リーダー研修のスケジュールと内容

図２　能登半島地震対応におけるデジタルの活用

資料出所：令和５年度第４回金沢市ＤＸ会議「会議資料」より
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